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スを感じている労働者は 6 割を超えており (厚生
労働省，2012)，自殺やうつ病による経済的・社

































シップ (研究 1)，サーバントリーダーシップ (研





















































































































いを強化するリーダーシップ (Brown et al., 2005) 
である。その上で，水平的管理が倫理的リーダー
シップのストレス緩和効果をどのように調整する
のかを検討することとした。さらに，市民性プレッ
シャーの先行要因として水平的管理を想定し，水
平的管理がどのように市民性プレッシャーを媒介
してストレス反応に影響を及ぼすのかについても
検討した。
様々な企業の一般正社員 400 名を対象とし，イ
ンターネット調査を実施した。共分散構造分析の
結果，相互監視は直接的にはストレスを低減する
が，市民性プレッシャーを高めることによってス
トレス反応を高めることが明らかになった。倫理
的リーダーシップはストレス反応を直接的に低減
するというよりも，相互扶助を高めることによっ
て間接的にストレスを低減する効果を示した。ま
た，倫理的リーダーシップと相互監視の交互作用
項からストレスへのパスが有意であり，相互監視
が高い場合，倫理的リーダーシップのストレス緩
和効果が消失することが明らかになった。相互監
視と倫理的リーダーシップの交互作用項から市民
性プレッシャーを媒介してストレスに至る間接効
果は有意傾向であった。
第 6 章　総合考察
本論文の目的は，日本でのワークストレスの
組織要因，特に垂直的管理と水平的管理の影響を
検討することであった。5 つの研究を実施した知
見から，統合モデルを提唱した。具体的には，本
論文から下記の知見が得られた。①生産性向上に
対して高い有効性を持つリーダーシップは，ワー
クストレスを低減する側面ばかりでなく，チャレ
ンジストレッサーを高めることを通して間接的に
ワークストレスを増大させる側面もある。② 倫
理的リーダーシップのストレス低減効果は，相互
扶助により媒介されている。③倫理的リーダー
シップのストレス低減効果は，相互監視によって
制限されている。④相互監視が高い場合には，倫
理的リーダーシップが市民性プレッシャーを高
め，さらにストレスを高める傾向があった⑤相互
監視が市民性プレッシャーを通じてワークストレ
スを増大させる側面も持っていた。
従来のストレス研究では，ワークストレスを
高める組織要因として，役割曖昧性や虐待的リー
ダーシップ，職場の対人関係の悪さなど，主に「貧
困な」組織環境の影響が指摘されてきた。しかし，
本論文では，生産性を高める有効な垂直的管理や
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水平的管理が， ワークストレスを高める方向に機
能し得ることが示された。本論文は，これまで看
過されがちであった生産性の点で有効なリーダー
シップの危険性を明らかにしたこと，研究の少な
かった水平的管理，特に相互監視がストレスに及
ぼす効果や倫理的リーダーシップの効果に対する
作用を明らかにしたことによって，学術的に貢献
するとともに，組織のストレス対策にとって有効
な知見を得た。
